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万
燈
山
の
西
側
斜
面
に
「
ス
ズ
ミ
」

と
呼
ば
れ
る
た
い
ま
つ
１０８
基
に
点
火

さ
れ
る
と
、
夜
空
に
「
か
ぎ
」
が
浮

か
び
上
が
り
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
が

醸
し
出
さ
れ
ま
す
。 

と
き
　
8
月
１４
日
貅
　
午
後
8
時
３０

分
 

と
こ
ろ
　
万
燈
山
（
貝
吹
町
） 

          　
川
面
に
は
約
2
，
0
0
0
個
の
万

燈
が
揺
れ
、上
空
で
は
3
，0
0
0
発

を
超
え
る
花
火
が
上
が
り
ま
す
。 

と
き
　
8
月
１５
日
貊
　
午
後
6
時
３０

分
〜
8
時
３０
分
　
 

※
花
火
の
打
ち
上
げ
は
午
後
7
時
３０

分
〜
8
時
３０
分
。 

と
こ
ろ
　
矢
作
川
米
津
橋
下
流
 

 問
合
せ
先
 

　
西
尾
市
観
光
協
会
（
市
役
所
商
工

課
内
） 

　
蕁
0
5
6
3‐５６‐2
1
1
1
 

       と
き
　
9
月
２０
日
貍
　
開
場
／
午
後

6
時
、
開
演
／
午
後
6
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
安
城
市
民
会
館
サ
ル
ビ
ア

ホ
ー
ル
 

入
場
料
　
3
，
5
0
0
円
（
全
席
指
定
） 

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
安
城
市
役
所
生
涯
学
習
課
（
安
城

市
民
会
館
内
） 

　
蕁
７５‐1
1
5
1
 

          　
日
ご
ろ
よ
り
広
報
た
か
は
ま
の
ご

愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
広
報
で
は
、
ま
ち
の
話
題
な
ど
の

取
材
を
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

も
と
に
広
報
の
腕
章
を
付
け
た
担
当

者
が
行
き
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　
広
報
に
掲
載
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
写

真
デ
ー
タ
を
本
人
ま
た
は
家
族
の
方

に
お
渡
し
し
ま
す
。
デ
ー
タ
が
記
録

で
き
る
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
　
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐1
1
1
1
（
内
線
２６９
） 

      　
水
道
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
の
使

用
期
限
は
、
計
量
法
で
8
年
以
内
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
使
用
期
限
の
近
づ
い
た
メ
ー
タ
ー

は
、
毎
年
計
画
的
に
取
り
替
え
て
い

ま
す
。 

　
今
年
は
、
8
月
か
ら
9
月
に
か
け

て
取
り
替
え
作
業
を
実
施
し
ま
す
。 

　
該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、
市
が
委

託
し
た
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

が
、
お
伺
い
し
ま
す
。（
水
道
メ
ー

タ
ー
取
替
え
業
務
証
明
書
を
携
帯
し

て
い
ま
す
） 

　
取
り
替
え
作
業
の
立
会
い
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
敷
地
に
立
ち
入
り

作
業
を
し
ま
す
。
作
業
中
は
一
時
的

に
断
水
状
態
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
費
用
は
無
料
で
す
。 

問
合
せ
先
 

　
　
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐1
1
1
1
（
内
線
２９３
・
２９４ 
） 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

貝
吹
の
か
ぎ
万
燈 

米
津
の
川
ま
つ
り 

■
西
尾
　N

IS
H
IO

■ 

三
遊
亭
圓
歌
・ 

三
遊
亭
楽
太
郎 

二
人
会 

■
安
城
　A

N
J
O

■ 

そ
の
他 

フ ォ ト ニ 
ュ 
ー 

ス 
　吉浜小学校の3年生から6年生が菊の苗を植え

ました。吉浜まちづくり協議会伝統文化グループ

のメンバーが苗の植え方などを指導し、高浜市人

権擁護委員が子どもたちの作業をサポートして、

１時間ほどで苗を植え終えることができました。 

　これから、毎日の水かけなどで世話をすると秋

にはやさしい心が育ち、きれいな菊の花が咲くこ

とでしょう。 

「人権の花運動」は、花を育てることにより子どもたちのやさし
さや、思いやりの心を育てることを目的に名古屋法務局刈谷支
局、高浜市人権擁護委員などの主催により行なわれています。 

育てよう きれいな菊と やさしい心 
～人権の花運動～ 

取
材
に
ご
協
力
を
 

市
 
□
 

市
 
□
 

水
道
メ
ー
タ
ー
 

取
り
替
え
に
 

ご
協
力
く
だ
さ
い
 


